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岩手山の三次元地震波速度構造

Three-dimensional seismic velocity structure of Iwate volcano
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岩手山に発生している地震のＰ・Ｓ波の到達時刻を用いて，岩手山の３次元地震波速度構造を推定した．比較
的良く求められていると考えられるＰ波の３次元地震波速度構造を深さ０ｋｍでの水平断面で見ると，鬼ヶ城と
焼走溶岩流近傍における高速度域，山腹における低速度域が顕著である．鬼ヶ城や震源域を通る東西断面で見る
と，高速度域が西側の三ツ石山直下の深さ４ｋｍから山頂下深さ１ｋｍまで斜めに連なっている．また，東西断
面で見た低速度域は，先の高速度域に西に隣接して，大松倉山から三ツ石山の下，深さ０k mから３ｋｍに分布し
ている．再決定された震源は，西岩手山の地震の深さが初期震源より浅くなる傾向がある．

岩手山では１９９８年１月より地震活動が活発になり，７月ごろに活動の最盛期を迎えた（田中・他，１９
９８）．そこで得られたＰ波，Ｓ波の到達時刻を用いて岩手山の３次元地震波速度構造と震源の同時推定を行った．

解析に選んだ地震は，地震活動が活発になる以前の１９９６年６月から今回の地震活動の前半１９９８年７
月までに，岩手山で発生したＭ１．５以上の９３個である．主な震源域は，岩手山山頂から三ツ石山にいたる東
西約１０ｋｍの領域にある．これらの地震ついて，岩手山周辺の１６地震観測点からＰ波とＳ波の到達時刻の読
みとり値１８８４個を得た．ＴＯＭＯＧ３Ｄ（Ｚｈａｏ，１９９０）を磐梯山構造探査グループ（１９９８）が
火山体構造探査用に改良したプログラムによって，岩手山の山体で水平方向０．０２度（約２ｋｍ），鉛直方向１
ｋｍごとに置いた格子点の地震波速度を推定した．初期構造として，最上部に火山堆積層を想定した低速度の表
層をもつ水平成層構造を与えた．ＶＰ／ＶＳは約１．８と仮定した．１０回のイタレーションの結果，Ｐ波走時
残差の重みを１，Ｓ波の場合を０．５とした重み付き走時残差が，０．３９秒から０．１０秒まで減少した．

比較的良く求められていると考えられるＰ波の３次元地震波速度構造を深さ０ｋｍでの水平断面で見ると，
鬼ヶ城と焼走溶岩流近傍における高速度域，南北の山腹における低速度域が顕著である．鬼ヶ城や震源域を通る
東西断面でみると，高速度域が西側の三ツ石山直下の深さ４ｋｍから東側の山頂下深さ１ｋｍまで斜めに連なっ
ている．また，同じ東西断面で見た低速度域は，先の高速度域の西側に隣接して大松倉山から三ツ石山の下，深
さ０k mから３ｋｍにかけて分布している．再決定された震源は，山頂直下では初期震源と大きな違いは見られな
いが，西岩手山では初期震源より浅くなる傾向がある．


